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横浜山の会 2024 年 4 月号会報 第 721 号 

丹沢：丹沢山 

◆日程 2024 年 3月 16 日 (土) 

◆メンバー L : NS 

◆天候 晴れ 

快晴の天気予報の中、ヤビツ峠から宮ケ瀬までのハイキング山行を実施しました。 

平塚駅から秦野駅行きのバスに乗って秦野駅に 7:05 に到着、ヤビツ峠行き 7:20 発バスに乗

ります。到着時には既にかなりの列が出来ていました。バスは 1本だけでは乗り切れず、臨時

バスに乗って 8時過ぎにヤビツ峠に到着。峠に到着するとトイレが改装中で仮設トイレにも行

列ができていたため、そのまま出発しました。 

天気予報通り、快晴だったため、登山開始後まもなく上着を脱いで Tシャツでの行動となり

ました。空気が若干かすんでいましたが、二ノ塔、三ノ塔、塔ノ岳、丹沢山では富士山がきれ

いに見えました。 

塔ノ岳まではほとんど残雪もなく、ところどころ雪解けで登山道がドロドロになっていまし

たが、特に支障はなく 10:45 に塔ノ岳に到着しました。稜線は風もなく、とても心地良かった

です。ここで持参した行動食を取り、エネルギー補給をして丹沢山に向けて出発しました。塔

ノ岳の北側の斜面は少し雪が残っており、靴で滑りながら降りていきました。 

丹沢山の南側は雪解けによるドロドロがかなりひどく、沼地のようになっており、靴をどろ

んこにしながら進みます。11:40 ようやく丹沢山に到着しました。 

ここで再度エネルギー補給をして再出発しました。しかし、丹沢山の北側は塔ノ岳の北側と

違い、予想以上の残雪がありました。トレースを通って進みますが、ところどころふくらはぎ

くらいまで足が沈んでしまいます。夏装備でゲーターも持参していなかったため、雪が靴の中

に入りまくり、少々苦労しました。東峰を降りてしばらくすると一気に雪はなくなり、通常の

夏道になりました。 

丹沢山から下る途中、丹沢山側へ向かって登ってくる人が 10 人ほどいましたが、宮ケ瀬側に

降りていく人は一人も出会わず、ちょっと不安を感じながらの下山となりました。 

また、ヤマレコから 2回ほどルートを外れたと指摘され、戻ることもあり、宮ケ瀬のピクニ

ック広場に着いたのは 15:20 となりました。 （記：NS） 

   

丹沢山から望む富士山     丹沢山北側の登山道    中峰頂上 

CT：ヤビツ峠 8:05‐9:12 三ノ塔 9:15 - 10:44 塔ノ岳 10:52 – 11:42 丹沢山 

11:53 - 12:59 無名ノ頭 13:07 - 15:00 春ノ木丸 15:10 – 15:20 宮ケ瀬ピ

クニック広場（実動 6:30） 


